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間6 1lCが l TBq,`Cが l MBqある。100分後の・ C/・C原子数の比として最も近い値は,次のうちどれか。

ただし,・cと “cの半減期は,それぞれ20分 ,3.0× 109分とする。
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間 15 232Th 900gの放射能 (MBq)と して最も近い値は ,

年 (44Xlが '秒),ア ボガドロ定数は 60× 1023m011
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次のうちどれか。ただし,232Tllの半減期は 1.4× 10Ю

とする。

5  370

1346 kcV

O keV

間 16“Cllの壊変に関する次の記述のうち,正 しいも
のの組合せはどれか。

A γ線スペク トルに 51l kcVの ピークがみら
れる。

B 6tnを 生成する部分半減期は,“Niを 生成
する部分半減期より長い。

C EC壊 変に伴い,Cuの特性 X線が放出さ
れる。

D 発生する陽電子の運動エネルギーは単一で   O kCV
ある。

E、 1346 kcVの γ線は EC壊変に続いて発生する。
l  ABCの み  o ABEの み   3  ADEの み   4 BcDの み   5  CDEのみ

問 24比 放射能 80 Bq・ mg~1の [14c]ベ ンゼンをニ トロ化 して得 られる [・c]ニ トtlベ ンゼンの比放射能
(Bq・ mg‐ )と して最も近い値は,次のうちどれか。ただし,ベ ンゼン及びニ トロベンゼンの分子量をそ
れぞれ 78及び 123と する。
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